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本研究の目的は, 高校生が携帯電話などの携帯情報端末を用いて使用する電子メール(ケータイメール)に対する利点認識,
欠点認識, マナー意識の関連性を把握し, 今後の情報モラル教育の実践に向けて基礎的資料を得ることである｡ 高校生計
728名を対象とした調査から, 主に携帯電話を用いて電子メールを使用していると回答した高校生計658名を分析の対象とし
た｡ その結果, 全体では利点・欠点認識の両者が共にマナー意識の形成に影響していた｡ しかし, 使用頻度の違いやトラブ
ル経験の有無等によって, マナー意識への影響力に差異が認められた｡ 特に, 使用頻度の少ない生徒では利点認識の影響力
が消失する一方で, 使用頻度とトラブル経験が共に多いヘビーユーザの生徒においては, 逆に利点認識の影響力が強まる傾
向がそれぞれ示された｡
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のことについて宮川・森山 (2011) は, 情報モラルに対
する意識と道徳的規範意識との関連性を詳細に分析し,
｢節度｣ や ｢正義・規範｣ などの意識に基づいて情報モ
ラル指導を展開することが重要であると指摘している７)｡
一方, 高校生の電子メール使用に対する意識について














｢電子メールの特徴｣ の３主題が, 欠点認識では ｢悪質
なメールによる被害やトラブル｣, ｢メール使用時の制約




















させた｡ 使用頻度では, ｢毎日頻繁に｣ ｢ほぼ毎日数回｣
｢２～３日に数回｣ ｢週に数回程度｣ ｢ほぼ使用しない｣
の選択肢から一つを回答させた｡ 使用期間では, ｢６年











を付加し, 利点認識 (９項目), 欠点認識 (８項目), マ


































まず, 主題 ｢悪質なメールによる被害やトラブル｣ か
ら ｢メールによる悪質な被害やトラブルがあること｣,
主題 ｢メール使用時の制約と限界｣ から ｢返信がすぐに
来ないなど, 断片的なコミュニケーションになること｣
を, 主題 ｢時間の浪費｣ から ｢メールでのやり取りに時
間を費やすこと｣ を, 主題 ｢使用料金に対する負担感｣
から ｢使用料金が高いこと｣ をそれぞれ作成した｡ また,
主題 ｢誤解によるトラブルの危険性｣ から ｢メールのや














加し, 計10項目を作成した｡ まず, 主題からの質問項目
では, 主題 ｢チェーンメールへの適切な対処｣ から ｢チェー
ンメール等の迷惑メールに対して適切な対処をしている｣
を, 主題 ｢わかりやすい文章の工夫｣ から ｢文章を相手
の分かりやすいように作成している｣ を, 主題 ｢絵文字
による感情表現の工夫｣ から ｢絵文字や顔文字等を使用
して自分の気持ちを表現するようにしている｣ をそれぞ
れ作成した｡ また, 主題 ｢言葉遣いへの配慮｣ から ｢相
手に失礼にならないように, 文章の言葉遣いに気をつけ
ている｣ を, 主題 ｢相手の立場や状況への配慮｣ から
｢相手の立場, 状況, 時間帯に気をつけている｣ をそれ




























が, 学年間に差異が認められた (表１)｡ すなわち, １
年生では毎日頻繁に電子メールを使用すると回答した生
徒 (393％) が, ２年生では２～３日に数回程度電子メー
ルを使用すると回答した生徒 (214％) がそれぞれ有意
に多くなった (χ2 (8)＝361301)｡ 一方, トラブル
経験では, ｢とてもある｣ 及び ｢少しある｣ と回答した
生徒の割合が, 表２に示すように, 男子 (152％) より
も女子 (246％) の方が有意に多くなった (χ 2
(3)＝142401)｡ また, 電子メールの重要性認識で
は, 表３に示すように, ｢なくてはならない｣ と回答し







持つ生徒の状況として, 以下の分析を進める｡ なお, 以
下の分析では, 使用頻度において, ｢毎日頻繁に｣, ｢ほ
ぼ毎日数回｣ と回答した生徒を使用頻度多群, ｢２～３
日に数回｣ ｢週に数回程度｣ ｢ほぼ使用しない｣ と回答し
た生徒を使用頻度少群とする｡ また, 使用期間において,
｢６年以上｣, ｢４～５年｣ と回答した生徒を４年以上使
用群, ｢２～３年｣, ｢１年以内｣ と回答した生徒を３年
以下使用群とする｡ 同様に, トラブル経験において,
｢とてもある｣, ｢少しある｣ と回答した生徒をトラブル
経験多群, ｢あまりない｣, ｢全くない｣ と回答した生徒
をトラブル経験少群とした｡ そして, 重要性認識におい
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ている｣ と ｢９. 返信は可能な状況なら必ずするように




に使用することとした｡ なお, 再編後のα係数は, 利点
認識尺度α＝80, 欠点認識尺度α＝79, マナー意識尺
度α＝75となり, 内的整合性に大きな問題はないと判






ブル｣ (354), マナー意識では ｢絵文字や顔文字等の使










比較の結果, 利点認識では１年生の平均値 (339) が３
年生 (321) に比べて有意に高くなった ((２652)＝669
01)｡ 逆に欠点認識では, ３年生の平均値 (315) が
１・２年生 (共に301) に比べて有意に高くなった (
(２652)＝33701)｡ 一方, マナー意識では２年生の平
均値 (333) が, １年生 (341) 及び３年生 (344) に
比べて有意に低くなる 	字傾向が認められた ((２652)
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状況別に比較した｡ その結果, 使用頻度の多い生徒 (多
群：339, 少群：312, (656)＝37501), トラブル経
験の多い生徒 (多群：347, 少群：329, (656)＝239














利点認識 (β1＝23) に対して欠点認識 (β2＝32) の
影響力が相対的に若干強い傾向が認められた｡ 学年別
(１年：＝43, ２年：＝39, ３年：＝43), 使用経
験年数別 (４年以上群：＝40, ３年以下群：＝43),
トラブル経験別 (多群：＝41, 少群：＝41), 重要





は利点認識の影響力 (β1＝19) が相対的に低く, 女子
では両者がほぼ同等の影響力を示した (利点認識β1＝
25, 欠点認識β2＝26)｡ また, 使用頻度別に重回帰分
析を行ったところ, 使用頻度多群の生徒では利点認識
(β1＝23), 欠点認識 (β2＝31) の影響力が全体と同
様の傾向を示したが, 使用頻度少群の生徒では利点認識




トラブル経験の多い生徒 (＝117) では利点認識 (β1
＝36) の影響力が欠点認識 (β2＝27)の影響力よりも
相対的に強いのに対して, 使用頻度が多くかつトラブル
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